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環境委員会の活動 
Activities of Environment Committee 

 

環境委員会は，JVIA環境自主行動計画の達成に向けて，環境保全に関わる調査研究およびホームページ
（http://www.jvia.gr.jp/）や環境セミナーの開催などによって会員企業に対する情報の提供を行い，環境保全活
動への会員企業の積極的な取り組みを推進しています。 

以下に，2014年度に実施した具体的な活動内容をご紹介します。 

 

１．JVIA環境活動報告書の作成 

JVIA環境委員会では，毎年会員企業に環境保全活動調
査としてアンケートを実施しています。このアンケート
では各社の環境保全活動の取り組みや当委員会への要
望などをうかがい，その結果を環境活動報告書で公開し
ています。 
年間を通した環境委員会の活動のうち，前半のほとん

どを費やしアンケートの作成，アンケートの集計，結果
の考察，そして環境活動報告書の作成を行っています。
今年は２月からアンケートの内容を検討し始め，ようや
く本報告書が完成しました。 
今年度もアンケートを配布し59社からご回答をいた

だきました。業種はメーカーが多く，全体の73％を占め
ていました。 
なお，アンケートの集計結果は環境活動報告書のほか
にも，当工業会のホームページや後述する真空展のイベ
ントなどでも公開しています。また，アンケートを通し
ていただいたご要望は教育講座に反映をしています。 

 

２．真空展でのイベント実施 

JVIA環境委員会では，毎年開催されている真空展で，
環境関連のイベントを開催しています。 

2014年度は10月17日に「環境トピックス」と題したセ
ミナーで４講演を実施しました。今回は日本国内の環境
法令の解説をテーマとして「国内環境法の体系につい
て」，「水質汚濁防止法の改正について」，「改正フロン回
収破壊法について」そして「PCBについて～法規制およ
び企業の対応～」を行いました。セミナー後に聴講者か
ら頂いたアンケートでは「大変参考になった」「まあ参考
になった」という意見が大部分で，開催した意義が大い
にあったと感じました。その一方で，「資料が欲しい」と
のご意見も多数いただき，2015年度に反映したいと思い
ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 環境教育講座の開催 
2014年度は初めての試みとして日本半導体製造装置協会（SEAJ）環境情報専門委員会と共催で実施しました。

例年通り12月に関東で，３月に関西で行いましたが，聴講者の数は例年に比べ倍増し，共催の効果があらわれ
ました。 
講座のテーマは，国内外の環境法令の解説としました。具体的には「環境国内法規制の体系」，「環境海外法

規制の体系」，「ErP指令／モータ高効率化規制の概要」，「RoHSおよび各国製品含有化学物質規制の概要」，
「REACHおよび各国の化学物質規制の概要」，「CLP規制／GHSの概要」を行いました。 
ご聴講をいただいた方々の感想は，関東と関西ともに好評であり，今後もSEAJとの共催を続けてほしいという
評価を頂きました。 

2015年度もSEAJとの共催による環境講座を企画しています。 
なお，関東と関西ともに会場をご提供いただいた(株)島津製作所様に厚く御礼申し上げます。 

 

４. 他業界工場見学（移動例会） 
JVIA環境委員会では毎年，会員企業への環境保全活動情報提供の一環として，環境保全活動に積極的に取り

組んでいる他業界の工場見学を移動例会として実施しています。 
2014年度は２月に株式会社ヤクルト本社湘南化粧品工場へうかがいました。ヤクルトと言えば乳酸菌飲料を

思い浮かべますが，こちらの工場では化粧品を製造
しています。乳酸菌から作られる発酵エキスは保湿
効果，抗酸化性，pHコントロール性に優れている
ことから化粧品に応用しているとのことです。 
環境への取り組みでは，工場内の照明のLED化，

屋上緑地をおこない，また，商品へは紙の削減とし
て取扱説明書を廃止し化粧箱の内側に使用方法な
どが記載されていました。 
また，環境管理以外でもゴミ・ホコリの混入だけ
でなく菌の発生にも注意を払い，製造後は毎日２時
間かけてラインの分解洗浄と殺菌処理を行ってい
るとのことでした。私たち真空業界ではクリーンル
ーム(無塵室)での“塵”への対応は比較的なじみ深
いですが，“菌”への対応はあまり経験がなく，製造
設備の維持管理がとても興味深く感じられました。 

 

2014年真空展プレゼンテーション風景 
(Presentation in VACUUM 2014) 
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Fig.2 回答企業の業種 Industry of Responded Members 

 

受講風景(in 関東) 島津製作所東京支社イベントホールにて 
(Seminar in Kanto) 

受講風景(in 関西) 島津製作所関西支社マルチホールにて 
(Seminar in Kansai) 

他業界工場見学 
(Factory Tour) 
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活動状況調査結果 
Enforcement Results of Investigation on Activities 

■ 産業廃棄物削減対策 Measures of Reducing Industrial Waste 

会員企業における廃棄物削減活動の実態を把握
するため，アンケ－ト調査を行いました。結果は
Fig.9～15をご参照下さい。以下に補足説明を記し
ます。 
本アンケ－ト調査に回答を頂いた59社のうち，

産業廃棄物削減の行動目標を定めている企業は全
体の約66%でした(Fig.9)。この割合は一昨年・昨年
と同じでした。一方，定めていない企業の割合が，
昨年から約４%増え，22%に達しています。ただし，
この中には自ら工場を持ち，生産活動を行ってい
る企業がかなり含まれています。工業会としても，
この辺りの実情を正しく把握し，状況によっては，
指導や意識付け等の活動が必要と考えております。 

 
また，行動目標を定めている企業では，その内容

としては「排出量の削減（目標値の設定）」が約４
割と最も多く，昨年に続きトップを占めています。
一方今年は，昨年は１割にも満たなかった「再資源
化目標の設定」が回答の２割を占めました。本取組
みへの関心の高さがうかがえます(Fig.10)。 
設計・製造段階で実施されている再資源化策で

は，「グリーン調達基準の設定」が約６割，「再資源
化対策の素材等配慮」が約４割の企業で実施され
ています(Fig.11)。 

 
廃棄物最終処分量については，目標策定時の

2008年データに対し，最近５年間の動向を示しま
した。大きな傾向としては，改善が今なお進んでい
るといえます。ただし，売上高原単位の最近の動向
を見ると，直近の３年間は約2.7kg/百万円での横ば
い状態が続いています(Fig.12)。 

 
産廃最終処分量についても，同様に，目標策定時

である2008年のデータと，直近５年間の動向を示
します。2008年から大きく改善された状態が維持
されていると考えております。細かく見ると，一昨
年度以後，増加傾向が続いておりますが，環境自主
行動計画2011の目標「2000年度の10％以下(＝
1,700t）」は達成しています(Fig.13)。 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

また，上記最終処分量の増加があるにもかかわらず，Fig.12にて示した再資源化率と廃棄物最終処分量が直近
の３年間でほぼ変化ない事から，これまでの改善状況を大きく逆行するものではなく，会員企業の努力は継続
されているものと理解しております。再資源化の数値である，88.8%にもそれがあらわれております。 
今回のアンケートでは，2013年度に引き続き，アンケート展開時に金属くずを有償処理される産業廃棄物と
売却する金属有価物に分けて集計しましたが，金属有価物の量が産業廃棄物の約２倍となっており，およそ同
等であった昨年からの変化が見られました。それ以外の物質については，昨年度とほぼ同じような傾向でした
(Fig.14，15)。 
当工業会では，会員企業皆様の廃棄物処理状況を判断する指針の一つとして，これからも皆様のご協力のも
と，情報提供を続けていく所存です。 
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Fig.9 産業廃棄物削減の行動目標の有無（回答 59社） 
Establish Industrial Waste Disposal Target (Number of responses; 59) 

Fig.12 廃棄物等排出量の推移（2010-2014年度） 
Trend of Waste Emission (FY 2010-2014) 

Fig.10 産業廃棄物削減目標の内容（複数回答可，有効回答社数 37社） 
Targets of Industrial Waste Reduction  
(Multiple answers allowed, number of valid responses; 37) 

Fig.11 設計・製造段階での再資源化策の内容 
（複数回答可，有効回答社数 46社） 
Measures of Recycling in Design or Manufacturing Process  
 (Multiple answers allowed, number of valid responses; 46) 

Fig.13 JVIA産廃最終処分量の推移（2010-2014年度） 
Trend of Waste Emission (FY 2010-2014) 

Fig.14 産業廃棄物の種類と量（2014年度）Sorts and Quantities of Industrial Waste (FY 2014) 

Fig.15 一般廃棄物の種類と量（2014年度）Sorts and Quantities of General Waste (FY 2014) 
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